
日医発第 2244 号（健Ⅱ） 

令和７年３月 30 日 

都道府県医師会 

感染症危機管理担当理事 殿 

日本医師会感染症危機管理対策室長 

笹 本 洋 一 

 

結核医療の基準の一部を改正する件の施行について 

 

今般、厚生労働省より各都道府県知事等宛標記の通知がなされ、本会に対して

も周知方依頼がありました。 

本通知は、感染症法令に基づき公費負担を受けられる結核患者の医療である化

学療法、外科的療法及び骨関節結核の装具療法並びにそれらの医療に必要なエッ

クス線検査及び結核菌検査の基準を一部改正するものです。 

本改正は、抗結核薬「硫酸エンビオマイシン」について、生産が終了し、令和

７年４月１日以降は、使用薬剤の薬価（薬価基準）から除外されることにより、

保険医療機関及び薬局において使用できなくなることを踏まえたものです。 

 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師

会及び関係医療機関に対する周知方、ご高配のほどお願い申し上げます。 

 

【本件に関する問合せ先】 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課 

Mail：kekkaku-hourei@mhlw.go.jp  

mailto:kekkaku-hourei@mhlw.go.jp


事 務 連 絡 

令和７年３月 2 7 日 

 

 

公益社団法人 日本医師会 御中 

 

 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課 

 

 

結核医療の基準の一部を改正する件の施行について（施行通知）の発出について 

 

 

標記については、別添のとおり各都道府県知事、保健所設置市長、特別区長宛て

通知しましたので、御了知いただくとともに、貴下団体会員等に対する周知方よろ

しくお取り計らい願います。 

【連絡先】 

厚生労働省健康・生活衛生局 

感染症対策部感染症対策課 

Mail：kekkaku-hourei@mhlw.go.jp 
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      感 発 0 3 2 7 第 ７ 号 

令和７年３月 27 日 

 

  都 道 府 県 知 事 

各 保健所設置市長  殿  

    特 別 区 長 

 

                    厚生労働省健康・生活衛生局 

感 染 症 対 策 部 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

結核医療の基準の一部を改正する件の施行について（施行通知） 

 

 

 本日、結核医療の基準の一部を改正する件（令和７年厚生労働省告示第 74号）が別添の

とおり公布されたところ、改正の概要等は下記のとおりですので、御了知の上、関係者へ

周知いただくとともに、その適切な運用にご配慮願います。 

 

記 

 

１ 改正の趣旨 

 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10年法律第 114号）

第 37 条の２において、結核患者の医療について規定しているところ、公費負担を受けら

れる医療の種類については、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施

行規則（平成 10年厚生省令第 99号）第 20条の２において具体的に定められており、化

学療法、外科的療法及び骨関節結核の装具療法並びにそれらの医療に必要なエックス線検

査及び結核菌検査については、結核医療の基準（平成 21年厚生労働省告示第 16号。以下

「告示」という。）で具体的な医療の基準が規定されている。 

 今般、告示に規定されている「硫酸エンビオマイシン」について、製造販売業者から生

産の終了の連絡があるとともに、令和７年４月１日以降は、使用薬剤の薬価（薬価基準）

（平成 20 年厚生労働省告示第 60 号）別表から除外されることにより、保険医療機関及
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び保健医療薬局において使用できなくなることを踏まえ、所要の改正を行う。 

 

２ 改正の概要 

○ 告示第２の２（１）ア中「(ケ) ＥＶＭ 硫酸エンビオマイシン」を削除する。  

○ 告示第２の２（１）イ(イ)及び第２の３（１）イ(ウ)中「ＥＶＭ」を削除する。  

○ 告示第２の２（１）イ(ウ)を削除する。  

○ その他所要の改正を行う。 

 

３ 適用期日 

令和７年４月１日 

 

 






